
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
前後端部間に述べた長手方向軸線を有するモジュラージャックにおいて、モジュラープラ
グを受け取る形状の、前記モジュラージャック内の開口を前端部に有し、前記開口は、前
記プラグを前記開口に あとに前記開口に前記開口に向けて軸方向内での前記プラ
グの移動を阻止する保持表面を備えており、複数のジャックばねを前記長手方向軸線に対
して鋭角をなして前記開口内に配置し、前記モジュラープラグ内に収容された複数の金属
ブレードと電気接触するように位置決めしたモジュラージャックであって、前記モジュラ
ージャックは、前記モジュラープラグを前記開口に 後に、前記モジュラープラグ
を軸方向で前記保持表面に向かって移動させて、前記プラグとジャックの間の軸方向の

における変動を減少させる復元力を発生するための、モジュラープラグ上の可撓性部材
を係合し、および するように配置されている、実質的に剛直なカムを含む位置 め部
材をさらに含むことを特徴とするモジュラージャック。
【請求項２】
漏話補償を行う装置をさらに含む、請求項１記載のモジュラージャック。
【請求項３】
前記位置決め部材は、前記モジュラープラグをハウジングの後端部からそれの前端部のほ
うへ軸方向移動させるように構成されている請求項１記載のモジュラージャック。
【請求項４】
前記モジュラープラグ上の前記可撓性部材は、片持ち ラッチを含む請求項１記載のモジ
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ュラージャック。
【請求項５】
ジャックばねは全て、１３度ないし２４度の範囲の角度で配置されている請求項１記載の
モジュラージャック。
【請求項６】
前記ジャックばねは全て、実質的に同一角度で 置されている請求項１記載のモジュラー
ジャック。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、電気通信に使用されるコネクタ、特にモジュラージャックの電気的および物理
的構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】
漏話という用語は本来、受話機に別の電話の会話からの望ましくない会話音が存在するこ
とを表すために案出された。隣接回路間の信号結合によって発生する漏話が特に重大であ
る。最も一般的な結合は、近接電磁界効果によるものであり、通常は相互インダクタンス
および直接静電容量を特徴とするであろう。これは２つの平行な釣り合い伝送路 (balance
d transmission paths)を考えることによって最もわかりやすく説明される。一方の回路
（妨害回路）が、迷容量および相互インダクタンスによって隣接回路に不都合に結合され
る信号エネルギ源である。近端漏話（ＮＥＸＴ）は、妨害回路内の信号と逆方向に移動す
る漏話エネルギであるのに対して、遠端漏話は、妨害回路内の信号と同一方向に移動する
漏話エネルギである。回路分析から、ＮＥＸＴが周波数依存型であり、通信コネクタの場
合、その大きさが一般的にオクターブ当たり６．０ｄＢの割合で周波数と共に増加するこ
とがわかっている。ＮＥＸＴは、信号エネルギが近接ワイヤ間で結合した結果として電気
ケーブル内に導入され、また、信号エネルギが近接導線間で結合した結果として電気コネ
クタ、特にモジュラープラグおよびジャック内に導入される。ＮＥＸＴは望ましくなく、
しばしば障害漏話 (offending crosstalk)と呼ばれる。
【０００３】
米国特許第５，０９６，４４２号は、ＮＥＸＴが１００ＭＨｚで到来する信号のレベルよ
り約２５ｄＢ低いモジュラージャックを開示している。そのようなＮＥＸＴは、標準モジ
ュラープラグを音声帯域通信に一般的に使用されるような標準モジュラージャックと組み
合わせることによって導入される漏話に原因がある。しかし、この漏話レベルは一般的に
、モデムの高速データアプリケーション (modem high-speed data applications)には高す
ぎる。
【０００４】
米国特許第５，１８６，６４７号は、ジャック内の１本の導線路をジャック内の別の導線
路と交差させて逆極性の漏話を発生することによる標準モジュラージャックの構造の大幅
な改良を開示している。そのような補償漏話は、たとえば、導線間の離隔距離を増加させ
ることによって、単純にＮＥＸＴを最小限に抑えるというよりも、それを相殺しようとし
ている。この簡単な技術は、１００ＭＨｚでのＮＥＸＴを１７ｄＢも改善し、これによっ
て、一般的なモジュラージャックをＡＮＳＩ／ＥＩＡ（米国規格協会／米国電子工業会）
／ＴＩＡ－５６８Ａに指定されているカテゴリー５の要件を満たすことができる。そのよ
うなモジュラージャックの一例として、ルーセント・テクノロジーズ社 (Lucent Technolo
gies Inc.)が製造しているＭ１００コミュニケーションアウトレット (Communication Out
let)がある。
【０００５】
電気コネクタの漏話性能をさらに改善する技術が開発されており、ＮＥＸＴが現在では１
００ＭＨｚで到来する信号のレベルより６０ｄＢ以上低い。米国特許第５，９９７，３５
８号がそのような技術を示している。しかし、プラグがジャック内にどのように着座して
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いるかによって、漏話が変動するため、この漏話性能レベルは達成可能な最良のものを表
している。少なくとも１つの製造者は、モジュラープラグをジャック内の固定位置に押し
込むために、モジュラージャック内のジャックばねをモジュラージャックの長手方向軸線
に対して比較的大きい接触角度（約３６゜）で配置している。しかし、挿入されたモジュ
ラープラグのブレードと電気接触する必要があるジャックばねが多くあるので、大きい接
触角度では、この接続が困難になる。大きい接触角度であることによって、プラグブレー
ドを押しつける圧力が増大するが、プラグブレードおよびジャックばねのすべてが正確に
整合していなければ、一部のジャックばねによる増大圧力によって、他のジャックばねと
プラグブレードとの接触が妨げられる可能性がある。実際に、現在のＦＣＣ（米国連邦通
信委員会）規格は、すべてのプラグブレードがジャックばねと確実に接触できるようにす
るために、比較的小さい接触角度（すなわち、１３～２４°）を推奨している。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
したがって、従来技術に欠けているように思われ、現在望まれているものは、モジュラー
ジャックの長手方向軸線に対して比較的小さい角度で配置されたジャックばねを含むモジ
ュラージャック内でモジュラープラグを確実に一定に位置決めする技術である。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
モジュラージャックは、モジュラープラグを受け取るための開口を前端部に有するジャッ
クハウジングを含む。開口内には、プラグにはめ込まれた金属ブレードと電気接触する多
数のジャックばねが存在する。ジャック内に位置決め部材を含むことによって、プラグブ
レードがジャックばねと接触する実際の位置の変動が減少する。位置決め部材は、モジュ
ラープラグに係合してプラグをジャック内の固定保持表面の方に押す軸方向力を発生し、
それによって、プラグおよびジャック接触面間の位置変動が減少する。
【０００８】
位置変動は必要な漏話補償量に影響を与えるため、モジュラープラグが漏話補償を含む状
況では、位置変動の減少が特に重要である。
【０００９】
１つの説明的実施形態では、位置決め部材は、ハウジング内に成形されてモジュラープラ
グ上の可撓性ラッチに係合するように配置されたカムを含む。カムと可撓性ラッチとの間
の相互作用によって、プラグをハウジング内の固定保持表面の方に押す軸方向力が発生す
る。その結果、プラグがジャック内の既知位置に押し込まれる。
【００１０】
別の説明的実施形態では、位置決め部材は、ジャックばね以外にばねを有し、このばねが
モジュラープラグの剛直表面に係合することによって、プラグを固定保持表面の方に押す
軸方向力が発生する。好都合なことに、両実施形態において、改良型モジュラージャック
は既存のモジュラープラグに適合する。
【００１１】
本発明およびその作動形態は、添付図面を参照しながら以下の詳細な説明を読めばはっき
り理解されるであろう。
【００１２】
【発明の実施の形態】
図１は、電気通信システムに使用された相互接続ハードウェアのアセンブリを開示してい
る。このハードウェアは説明上、コード３０、モジュラープラグ１００およびモジュラー
ジャック２００などの標準通信接続装置を介して、高速コンピュータ装置３００を電気ケ
ーブル２０に相互接続するために使用されている。そのようなプラグおよびジャックの仕
様は、ＦＣＣパート６８．５００登録規則のサブパートＦに示されている。モジュラージ
ャック２００は、互いに組み合わされてモジュラープラグ１００を受け取って保持する好
都合な受け部を形成するばねブロックアセンブリ２１０およびジャックハウジング２２０
を備えている。ばねブロックアセンブリ２１０は、多数の導電路を含む。導電路の一端部
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は、たとえば、ベリリウム銅などの弾性材料製の可撓性ワイヤばね（以下の説明では「ジ
ャックばね」）で終わっており、これらのワイヤばねは、モジュラープラグ内の金属ブレ
ード１２０（図２を参照）の対応配列と電気接触するようにモジュラージャック内に配列
されている。導電路の他端部は、ケーブル２０内のワイヤと電気接触する絶縁変移コネク
タ (insulation-displacement connector)で終わっている。周知のばねブロックアセンブ
リの例が、米国特許第５，０４１，０１８号および第５，０９６，４４２号に示されてお
り、ジャックハウジング２２０の後端部にはめ込まれるように構成されている。
【００１３】
ジャックハウジング２２０の前端部の開口２２５は、モジュラープラグ１００を受け取る
形状を有しており、モジュラープラグ１００はそれに挿入されて保持される。しかし、モ
ジュラープラグが片持ち式ラッチ１３０（図２を参照）によってモジュラージャック内に
ロックされるにしても、そのブレード１２０は、プラグがどの程度まで深く挿入されたか
に応じて、一定の位置範囲内のいずれかの位置でジャックばねと接触するであろう。これ
は、位置変動として知られており、本発明はそれを減少または排除しようとするものであ
る。また、位置変動は音声周波数通信では問題にならないが、もっと高い周波数では電気
性能に悪影響を与える。モジュラージャック２００を支持するためにしばしば壁板４００
が使用され、ジャックは該ジャックを保持するように設計された壁板の開口４１０内に取
り付けられる。
【００１４】
図２は、標準モジュラープラグ１００の全体構造を示す斜視図である。モジュラープラグ
１００は、複数の端子受けスロットに挿入された多数の金属端子１２０を有する絶縁プラ
グハウジング１１０を含む。図２では、ハウジングの上側から下向きに、コード３０から
のワイヤを保持する導線受けダクト内まで延びた８個のそのようなスロット（１０１－１
～１０１－８）が設けられている。プラグハウジング１１０は、剛直な前表面１３５と導
線ひずみ取り部材１４０とを含み、このひずみ取り部材１４０は、導線をプラグ内の室の
底部に係合した状態に固定する組み立て中に下方にたわむことによって、導体のひずみ取
りを行う。プラグハウジング１００はさらに、ジャケットひずみ取り部材１５０を含み、
これも組み立て中に下方にたわんで、コード３０のジャケットのひずみ取りを行う。プラ
グ１００をモジュラージャック２００にロックするために、片持ち式ラッチ１３０が設け
られている。ここで、本発明は、モジュラージャック２００内でのモジュラープラグ１０
０の軸方向移動を減少させるモジュラージャックの変更例を扱っていることに注意された
い。特に、モジュラージャック２００は、標準モジュラープラグの軸方向移動を減少させ
ることができる。
【００１５】

発明の背景で説明したように、モジュラージャック内のペア導線間の漏話は、ジャック内
に補償漏話を加えることによって、大幅に減少させることができる。補償漏話は、障害漏
話の極性と逆の極性を有し、障害漏話を相殺するように慎重に導入される。さらに、（１
）障害漏話にできる限り近い位置で補償漏話を導入すること、（２）モジュラージャック
内の一定位置で補償漏話を導入することが重要である。これらの考慮から、高周波（すな
わち１００ＭＨｚ以上の周波数）では、補償漏話の位相が短い距離で大きく変化すること
、および伝播遅れのために障害漏話からの位相外れが正確に１８０度である補償漏話を導
入することは実質的に不可能であることがわかる。このため、設計者は、ジャックばねが
モジュラープラグ内のブレードと接触する位置にできる限り近い位置で補償漏話をモジュ
ラージャック内に導入し、その位置を一定に保持してきた。本発明は、図３の実施形態に
示されているようにして、これらの目標を達成する。
【００１６】
図３は、コード３０を取り付けたモジュラープラグ１００をモジュラージャック２００の
前端部２２１の開口２２５にまさに挿入しようとするところの斜視図である。プラグ１０
０をジャックの長手方向軸線２０１－２０１に沿って、開口２２５内へ前進させることに
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よって、挿入が行われる。この構造は、プラグが後方保持表面２１４に押しつけられるま
で、限定量のプラグ移動“ｄ１”を与え、これが約０．０３３インチ（０．８４ミリメー
トル）であることに注意されたい。プラグをジャック２００内に完全に挿入すると、プラ
グブレード１２０が２１１で示された位置でジャックばね２１５と電気接触する。２１１
および２１２間の領域に導入される障害漏話を最小限に抑えるために、位置２１１が位置
２１２に近いことが望ましい。これらの位置の間の距離“ｄ”が変動すると、相殺する必
要がある障害漏話の大きさおよび位相が変化するため、正確な距離“ｄ”を知ることが特
に重要である。このため、距離“ｄ”の変動を減少させることによって、障害漏話を相殺
するために、モジュラージャックによって与えられる補償漏話をより正確に設計すること
ができる。ジャックばね２１５の交差以外の技術によって、補償漏話を導入してもよく、
また、プラグブレード１２０およびジャックばね２１５の間で電気接触する位置２１１の
変動が減少することによって、利益を得るいずれのモジュラージャックにも、本発明を使
用できることに注意されたい。
【００１７】
本発明によれば、位置２１１の変動を減少させることによって、距離“ｄ”の変動を減少
させる。これは、挿入されたモジュラープラグ１００を常に既知位置に着座させる位置決
め部材をモジュラージャック２００内に設けることによって達成される。プラグをジャッ
クに挿入してから前後方向に押すと、やがてそれはその方向のそれ以上の移動を止める保
持表面と出会う。図３および図４に示されている本発明の第１実施形態によれば、標準モ
ジュラープラグのすべてに存在して、プラグをモジュラージャック２００の前端部２１１
の開口２２５にはめ込むことを可能にするためにたわむ可撓性片持ち式ラッチ１３０を有
利に利用している。この実施形態では、位置決め部材は、片持ち式ラッチの傾斜（長手方
向軸線２０１に対して約６０゜の）表面１３１との相互作用によって、モジュラープラグ
をジャックハウジング２２０から押し出そうとする力“Ｆ１”を発生するカム２２８を含
む。この力“Ｆ１”は、片持ち式ラッチ１３０が元のたわんでいない状態に戻ろうとする
時の復元力によって発生する。しかし、ジャックハウジングには、片持ち式ラッチのスト
ップ表面１３２に係合して、プラグがジャックハウジングから離脱するのを防止する前方
保持表面２２９が設けられている。好都合なことに、プラグ１００では、位置変動が減少
する。モジュラープラグおよびジャックのＦＣＣ規格は、約０．０３３インチ（０．８４
ミリメートル）の軸方向位置自由を許容している。ジャックばね２１５を長手方向軸線２
０１－２０１に対してたとえば１７゜の鋭角φに配置した時、伝送路長さ“ｄ”の実際の
変動は約０．０３５インチ（０．８９ミリメートル）である。距離“ｄ”が約０．１４８
インチ（３．７６ミリメートル）である位置２１１および２１２の間の領域に追加の障害
漏話が導入されるので、ＦＣＣ許容位置変動が最大で０．０３５インチ（０．８９ミリメ
ートル）（すなわち２３％）だけ除去され、同様に、その領域の障害漏話の変動が減少す
る。また、“Ｆ１”の方向によっては、障害漏話がわずかに増加するが、それは正確にわ
かるため、より正確に相殺することができる。
【００１８】
図３および図４は、ジャックばね２１５をばねブロックアセンブリ２１０内にどのように
取り付けるかについて特に示していないが、そのような詳細は本発明にとって重要ではな
く、示すならば読者を混乱させると思われることに注意されたい。しかし、本発明の１つ
の実施形態の基本作動を説明したので、次にモジュラージャック２００の実際の構造に関
するさらなる詳細を明らかにする第２実施形態を示す。
【００１９】
図５および図６は、モジュラージャック２００の構造に関する詳細を明らかにする本発明
の第２実施形態を示している。特に、モジュラージャック２００は、ジャックハウジング
２００の後端部内に設置されたばねブロックアセンブリ２１０を有する。ジャックばね２
１５は、上記のように補償漏話を与えるために選択ペア導線間に容量結合および誘導結合
の両方またはいずれか一方を導入するための回路を含む構造体２１６に取り付けられてい
る。１９９９年３月８日に出願された米国特許出願第０９／２６４５０６号が、ばねブロ
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ックアセンブリ２１０の構造に関する詳細な情報を提供しており、参照として本明細書に
援用される。第２実施形態では、位置決め部材は、説明例としてベリリウム銅などの金属
材料製の弾性板ばね２１３を含み、これは、ばねブロックアセンブリ２１０の前端部分に
取り付けられている。モジュラープラグ１００、ジャックフレーム２２０およびばねブロ
ックアセンブリ２１０を図６に示されているように互いに連結した時、可撓性板ばね２１
３は、モジュラープラグ１００の剛直前表面１３５と相互作用する位置にあって、モジュ
ラープラグをジャックハウジング２２０から押し出そうとする力“Ｆ２”を発生する。こ
の力“Ｆ２”は、ばね２１３が元のたわんでいない状態に戻ろうとする時の復元力によっ
て発生する。しかし、ジャックハウジングには、片持ち式ラッチのストップ表面１３２に
係合してプラグがジャックハウジングから離脱するのを防止する前方保持表面２２９が設
けられている。好都合なことに、（ジャックばね２１５がプラグブレード１２０と接触す
る）位置２１１と（漏話補償を導入する）位置２１２との間の距離“ｄ”が比較的一定で
ある。したがって、この第２実施形態も、モジュラージャック内でモジュラープラグの望
ましい一定の位置決めを行う。
【００２０】
本発明の様々な特定の実施形態を示してきたが、本発明の範囲内で変更が可能である。こ
れらの変更は、モジュラープラグをモジュラージャック内へさらに深く押し込む位置決め
部材の使用、モジュラージャック内の多重位置決め部材の使用、位置決め部材としてゴム
などのエラストマー材料の使用、およびモジュラージャックの構造での本明細書に示され
ているもの以外の材料の使用を含むが、それらに制限されない。
【図面の簡単な説明】
【図１】電気通信システムに使用される相互接続ハードウェアのアセンブリを示す図であ
る。
【図２】モジュラープラグの上側斜視図である。
【図３】本発明に従ったモジュラージャックの第１実施形態に挿入中のモジュラープラグ
の底側斜視図である。
【図４】モジュラープラグがモジュラージャックにはめ込まれた状態にある本発明の第１
実施形態の断面図である。
【図５】本発明に従ったモジュラージャックの第２実施形態に挿入中のモジュラープラグ
の底側斜視図である。
【図６】モジュラープラグがモジュラージャックにはめ込まれた状態にある本発明の第２
実施形態の断面図である。
【符号の説明】
１００　モジュラープラグ
１２０　金属ブレード
２００　モジュラージャック
２１３　板ばね
２１５　ジャックばね
２２５　開口
２２８　カム
２２９　保持表面
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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